The Lepidoptero1ogica1 Society of Japan 





蝶 と 峨 Lepidoptera Science 64 (2): 75-80, July 2013 


長野 県 の オオ ルリ シジミ 自然 発生 地 に お ける チョ ウ 群 集 の 多様 性 


田 下 昌志 り ・ 福 本 医 志 う 


)380-0943 長野 市 安 茂 里 1863-1 
2 385-0055 佐久 市 三塚 73-9-308 


Butterfly diversity in the habitat of Shijimiaeoides divinus in Nagano Prefecture 


Masashi TASHITAD and Masashi FUKUMOTO② う 


D Amori 1863-1, Nagano, 380-0943 Japan 
2 Michizuka 73-9-308, Saku, 385-0055 Japan 


Abstract ButterHy diversity was monitored using a route census method in the native habitat Of Shijimiaeoides divinus 
in liyama City, Nagano Prefecture from June, 2011 to May, 2012. As for the monitoring result, the numbers of species 
and individuals found at the study site were 23 species and 98 individuals per 30 minutes. It is suggested that management 
techniques designed to deter natural enemies are an important factor for survival of Shijimiaeoides divinus in Japanese- 


pampas-grass fields where bush burning is not carried out. 
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は じ め に 


オオ ルリ シジミ Shijimiaeoides divinus (Fixsen) は , 広大 な 火 
山 草原 や 耕作 地域 の 星 な ど 人 為 的 に 火入れ や 草刈 り が 行 
われ て きた 環境 に 生存 し て きた . 特に , 田畑 の 吐 で は , 幼 
了 虫 の 食 草 と な る クラ ラ Sophora flavescens Aiton が , か つて 
は 腹 下 の 薬 や 上 岬 殺し に 使わ れ た こと か ら , 刈り 取ら れる こ 
と な く 選 択 的 に 残さ れ て きた 経緯 が ある . し か し , 近年 に 
な っ て , 草原 的 な 環境 が 減少 する と と も に , クラ ラ の 薬草 
と し て の 必要 性 が な く な っ て きた こと か ら 刈 り 取 られ る よ 
うに な り ., 1970 年 頃 か ら 本 種 の 生息 数 は 著しく 減少 し , 青 
森 県 , 岩手 県 , 群馬 県 等 で 絶 減 し た も の と 考え られ , 本 州 
に お いて 現在 見 られ る の は , 長野 県 の 中 北部 の み と な っ て 
いる ( 田 下 ら , 1998). 長野 県 の 生息 地 の 多 く は , 一 旦 野生 
絶滅 状態 に な っ た 個体 群 を 愛護 団体 と 自治 体 が 一 体 と な 
っ て 増殖 活動 に 取り 組ん だ も の で あり , その 結果 , 少し ず 
つ で は ある が 自然 状態 で 世代 交代 が な され (西尾 , 2005: 田 
下 ・ 丸 山 .2007: 中 村 ・ 江 田 2011) 回 復 の 兆し が 見 えて き 
て いる . 


オオ ルリ シジミ は , 一 般 的 に は , 生物 の 多様 性 が 低い 単調 
な 草原 に 生息 する と 言わ れ て お り ( 村 田 ら , 1998), 野焼き 
を し な い草 原 の 中 で は , 卵 寄生 する メア カタ マ ゴ バ ナチ 
Trichogramma SD- の 寄生 率 が 高く な り , 生存 率 が 著しく 低 
下す る こと が 報告 され て いる (村田 ・ 野 原 ,2005: 江田 ・ 中 
村 .2010). 自然 の 発生 地 と な っ て いる ロシア で は ., 海岸 や 
河川 の 中 州 な ど に 見 られ , 生息 数 は いた っ て 少な いよ う で 
ある ( 永 幡 ,2007). 


本 研究 は , オオ ルリ シジミ の 野焼き を 行っ て いな い 和 目 然 発 
生 箇 所 で の 生息 環境 に お いて , チョ ウ 群 集 を 年 間 を 通し て 


モニ タリ ング を し , 長野 県 内 の 他 地 域 で の モニ タリ ング 結 
果 と 比較 する こと に より , 当該 生息 地 に お ける オオ ルリ ン 
ジミ の 生息 環境 の 特徴 を 考察 する こと を 目的 と し て いる . 


材料 と 方 法 
1. 調査 地 の 概 要 


調査 地 は 長野 県 の 北部 に あたる 飯山 市 (標高 約 300 m) で 
オオ ルリ シジミ が 自然 発生 し て いる 場所 で ある . 一 常 は , 
古く か ら 斜 面 を 草原 と する た め , 降雪 期 前 に 草刈 り を 行っ 
て お り , スス キ Miscanthus sinensis の 生い茂る 草地 と な っ て 
いる . し か し , 最近 は , 草地 と し て の 利用 が な く な っ た こ 
と か ら , 管理 が な され ず , 徐々 に 港 木 が 生え 植生 の 恩 移 が 
進ん で いる . その た め , 地元 の 愛護 団体 に より 草刈 りや 港 - 
木 切 り が 行わ れ 草 原 的 な 環境 が 維持 され て いる . な お , 当 
該 生 息 地 は , 他 の 長野 県 や 熊本 県 の 生息 地 の よ うな 火 人 れ 
は 昔 か ら 行 われ て こ な か っ た . 草原 の 植生 は いた っ て 単調 
で あり , アカ ツメ クサ Trifolium pratense, ハナ ニ ガ ナ Ixeris 
dentata var. albiflora £. amplifolia, リン ドウ Gentiana scabra 
な どの 草本 類 が まばら に 見 られ , タニ ウツギ VWeigela 
hortensis, ハギ 類 Lespedeza sp., コナ ラ Quercus serrata, セ 
イ ヨ ウ ハコ ヤナ ギ Lombardy poplar, 7 カマ ツ Pinus 
densiflora, カラ マツ ソ Larix leptolepis な どの 幼 木 が 見 られ る . 
草原 に は , と ころ どこ ろ に 裸 地 が 見 られ , 表土 が 第 出し て 
いる . 生息 地 の 周 辺 地 域 は , スギ 林 Cryptomeria japonica や 
コナ ラ な どの 落葉 性 広葉 樹林 が 広がっ て いる . 


気候 は , 典型 的 な 日 本 海岸 式 の 気候 で あり , 冬期 に は , 2 m 
を 越す 積雪 と かなり, 残雪 が 4 月 に 入っ て も み ら れ る . 夏 は , 
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Fig.1. Seasonal changes in the numbers of species and individuals in the various observation sites. A: The number of species. 
B: The ratio of observed species (The number of species per one observation day / Total number of species). C: The 
number of individuals. D: The ratio of observed individuals (The number of individuals per one observation day / Total 


number of individuals). (See Tashita, 2009) 


降水 量 は 少な く 晴 天 の 日 が 多く , 気温 は 高く 蒸し 暑い . 
2. 調査 の 方 法 


調査 は , 2011 年 6~10 月 に 行い , 本 来 は , 通年 で の 調査 が 
望ま し い が , チョ ウ の 活動 期 の デー タ を 補足 する た め に 翌 
年 の 3 月 に 追加 の 調査 を 行っ た . オオ ルリ シジミ が 生息 す 
る 草原 内 に 約 500 m の 一 定 の ルー ト を 設け . 雪解け 後に チ 
ョ ウ が 見 られ る 5 月 か ら 10 月 に か け て , 月 2 回 の 頻度 で 合 
計 12 回 の モニ タリ ング を 実施 し た . で きる か ぎり 一 定 の 
速 さ で 歩き , 概ね 30 分 間 で ルー ト を 往復 し , 見 か けた チョ 
ウ の 種 と 個体 数 を 記録 し た . セン サス は , 9:00 一 15:00 の 気 
温 が 上 昇 す る 時 間 帯 で , 開始 直前 の 照度 が 25.000 Lux 以上 . 
気温 が 16°C 以上 の 状況 の も と で 行っ た . 

3. 評価 手法 

種 の 多様 性 を 示す 指標 を 用 いて 飯山 市 の オオ ルリ シジミ 生 
息 地 に お ける ライ ン セ ン サ ス 結 果 を , 既知 の 文献 に よる 調 


査 結果 (氷室 ら , 1994: 田 下 ・ 市 村 , 2007: 田 下 , 2009) と 比 
較 す る こと に より , チョ ウ 和 群集 の 特徴 を 調べ た . 


チョ ウ 和 群集 の 評価 指標 と し て , Shannon の 平均 多様 度 琶 ( 木 
元 ・ 武 田 , 1989), Simpson の 多様 度 指数 1-4 (日 本 環境 動物 
学会 編 , 1998), 環境 階級 存在 比 ER (田中 , 1988), 環境 階 
級 度 ER” ( 田 下 ・ 市 村 , 19977) お よび 指数 ( 田 下 ・ 市 村 。 
1997) を 用 いた . 


環境 階級 度 ER' は , 田中 (1988) の ER を も と に , 各階 級 の 指 
数 に 重み づけ を 行う こと に より 次 式 に より 計算 し た . 


ER"=((4ER(ps)+3ER(as)+2ER(rs)+ER(us)) -10) 30x100 


ここ で , Xi は ji 番目 の 種 の 各 環境 段階 (。 : 原始 段階 (ps), 
b : 非 定住 利用 段階 (as), y : 農村 ・ 人 里 段 階 (rs), 8 : 都市 
段階 (us)) の 生息 分 布 度 , 本 は i 番目 の 種 の 総 個体 数 . i は 
i 番目 の 種 の 指標 価 で ある . 


また , 人 為 に よる 土地 へ の 携 乱 の 状況 を 判別 する た め に , 
HI 指数 を 下記 に より 算出 し た . 


HI=X niDiFi / (Xx 3niDi) x100 


ここ で , ni は i 番目 の 種 の 個体 数 , Di は 分 布 の 広 さ の 指数 
で , ① 都 市 (住宅 地 ) ② 耕 作 地 ③ 浅 い 山 地 ・ 里 山 ④ 深 い 山 
地 の 植 栽 林 ・ 二 次 林 ⑤ 極 相 的 環境 の うつ の うち , すべ て の 
環境 に 生息 する 種 , 4 つの 環境 に 生息 する 種 , 3 つの 環境 に 
生息 する 種 , 1 一 2 の 環境 に 生息 する 種 に . それ ぞ れ , 0, 1. 
2, 3 の 値 を 与え た . 岳 は 幼虫 期 の 食性 の 指数 で , 食 草 の 大 
部 分 が 帰化 植物 ・ 栽 培 種 や 提 乱 地 へ の 先駆 植物 で ある 種 に 
は 0, どちら か と いう と 帰化 植物 ・ 栽 培 種 ・ 提 乱 地 へ の 先 
駆 植 物 を 多く 食す る 種 に は 1, どちら か と いう と 上 記 の 植 
物 種 以 外 を 多く 食す る 種 に は 2, 食 草 の 大 部 分 が 上 記 植 物 
種 以 外 の 種 に は 3 の 値 を 与え る . 
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ER" と HI は 原始 段階 の 環境 か ら 都 市 化し た 環境 へ 100 か ら 
0 の 値 を 示す . 


結果 と 考察 
1. チ ョ ウ の 種 数 と 個体 数 


調査 地 で 確認 され た 種 と それ ぞ れ の 個体 数 を Table 1 に 示 
す . 1 年間 の 合計 で 23 種 98 個体 が 確認 され た . 


確認 され た 種 を みる と , オオ ルリ シジミ , ツバ メシ ジミ 
Everes argiades, ルリ シジミ Celastrina argiolus は , 個体 数 は 
比較 的 多く 見 られ た が , 1 個体 の み の 種 が ヒメ ウラ ナミ ジ 
ャ ノノ メ PYpthima argus, オオ ウラ ギン スジ ヒョウ モン 
Fabriciana nerippe な ど 10 種類 , 2 個体 の み は , ウラ キン ヒ 
ョ ウ モ ン Fabricina adippe, ミヤ マカ ラス アグ ゲハ Papilio 
maackii な ど 4 種 類 で , これ ら を 合わ せる と , 全体 の 個体 数 
の 61% と な っ た . レッ ド デ ー タ 該当 種 は , モニ タリ ング の 
時 間 内 で は , オオ ルリ シジミ 以外 見 られ な か っ た が , モニ 
タリ ング の 時 間 外 で は , 環境 省 (2012) 公表 の レッ ドリ ス 
ト で 絶滅 危 恨 T 類 で ある ウラ ギン スジ ヒョウ モン が 1 個体 
の み 観 察 さ れ た . 


は , 松代 1 ( 田 下 , 2009). 松代 2 ( 田 下 , 2009), 新 諏訪 1 ( 田 
下 ,2009), 新 諏訪 2 ( 田 下 ,2009) で , 各地 域 の 環境 は Table 
2 に 示し た . 種 数 は , 夏期 を 中 心 に 多い 山形 と な り , 個体 数 
は , 他 地域 と 比較 する と , 森林 で ある 新 諏訪 1 と 類似 し て , 
年 間 を 通じ て 著しく 少な い が , 6 月 と 8 月 に ビー ク を 持つ 
二 山 形 と な っ た . 新 諏訪 1 は , 春先 の 芽吹き 前 に 個体 数 が 
多い 成熟 し た 雑木 林 の 特徴 を 示し て いる . 松代 1, 2, 新 諏 
訪 2 は , 秋 に 種 数 ある い は 個体 数 が 増加 する 傾向 が あり , 
都市 近郊 の パタ ー ン を 示し , 飯山 と は 対照 的 で ある . 


Table 2 に は , 個体 数 . 種 数 を 前 出 の 4 地域 に , 長野 (氷室 
ら , 1994), 松本 ( 田 下 ら , 2007) を 加え た 計 6 つ の 他 地 域 
と 比較 し て 示し た . 飯山 は , 個体 数 は 少な く , 種 数 は 中 程 
で グラ ンド と し て 利用 し て いる 長野 や 鬱蒼 と し た 森林 に 
な っ て いる 新 諏 訪 1 よ り も 多かっ た . 合わ せ て , 草原 性 の 
種 の 割合 に つい て , 田中 (1988) の 分 類 に 基づき 整理 し た 
が , 飯山 の 環境 は , 平野 部 で グラ ンド に 利用 し て いる 長野 
そ 堤 防 と し て 徹底 し た 草原 環境 を 保っ て いる 松本 より も 低 
い 傾向 が み ら れ た . 


一 般 的 に クロ シジミ ANiphanda fjusca や チャ マダ ラ セ セ リ 
Pyreus maculatus な どの 草原 性 の チョ ウ 類 は , 火入れ や 草刈 


りな どの よう な 人 為 的 に 手 を 加え , 植生 遷移 を 抑え て きた 


種 数 (Fig. 1A.B) と 個体 数 (Fig.1C,D) の 年 次 変動 を 長 環境 に 依存 し て 生息 し て いる (星川 , 1989 : 田 下 , 1989 : 


野 県 内 の 他 地 域 と の 比較 で 示し た . ここ に あげ た 他 地 域 と 


Table 1. Butterfly species observed in Iiyama in 2011-2012. 
i 


The number of Index of HI 


Species name individuals PD 
3 


Shijimiaeoides divinus barine (Leech, 1893) オオ ルリ シジミ 17 
Everes argiades argiades (Pallas, 1771) ッ バ メシ ジミ 15 
Celastrina argiolus ladonides (de ’ Orza, 1869) ルリ シジミ 14 
Eurema hecabe hecabe (Linnaeus, 1758) キタ キチ ョ ウ 9 
Lycaena phlaeas daimio (Matsumura, 1919) ベニ シジミ 7 
Artogeia melete melete (Ménétriés,1857) スジ グロ シロ チョ ウ 7 
Colias erate poliographus Motschulsky,1860 モン キチ ョ ウ 5 
Papilio machaon hippocrates C. Felder & R. Felder, 1864 キア ゲハ 3 
Vanessa indica indica (Herbst, 1794) アカ タテ ハ 3 
Limenitis camilla japonica Ménétries, 1857 イチ モン ジ チ ョ ウ 2 
Fabriciana adippe pallescens (Butler, 1873) ウラ ギン ヒョウ モン 2 
Papilio maackii Menetries, 858 ミヤ マカ ラス アゲ ハ 2 
Argynnis paphia tsushimana Fruhstorfer, 1906 ミド リヒ ヒョウ モン 2 


ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ 

オオ ウラ ギン スジ ヒョウ モン 
コキ マダ ラ セ セ リ 

ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ 


Ypthima argus argus Butler, 1866 

Argyronome ruslana (Motschulsky, 1866) 
Ochlodes venatus venatus (Bremer & Grey, 1852) 
Antigius attilia attilia (Bremer, 1861) 


ww wo PRR ww ww Ww 0 WW WW ーー ーー 一 Pt 
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1 

1 

1 

1 

Lethe diana diana (Butler, 1866) クロ ヒ カ ゲ 1 
Neptis sappho intermedia W. B. Pryer, 1877 コミ スジ 1 
Polygonia c-aureum c-aureum (Linnaeus, 1758) キタ テハ 1 
Polytremis pellucida pellucida (Murray, 1875) オオ チャ バネ セセリ 1 
Anthocharis scolymus Butler, 1866 ッ マ キチ ョ ワウ 1 
Araschnia burejana Bremer, 1861 サカ ハチ チョ ワウ 1 
The total number of individuals 98 

The number of species 23 
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Table 2. Parameters and indexes of species diversity in Iiyama in comparison with other sites in Nagano Pref. 








Site | Hyama Nagano' Matsumoto^ Matsushiro 13 Matsushiro 23 Shinsuwa13 Shinsuwa 23 
TE ち 徹 Rd [ grassland grassland The secondary The edge of RG The edge of forest, 
; | (ground) (River levee) forest forest cultivated land 
The No. of individuals | 98 | 133 574 589 524 105 516 
The No. of species | 23 13 25 36 27 11 30 
HF’ | 3.77 も 2.52 3.25 4.06 3.04 2.75 4.01 
1.4 | 0909 - 0.835 0.899 0.800 0.803 0.919 
he TAO OL Speeies living 47.8 | 769 84.5 36.1 29.6 0.0 23.3 
US 
ER ps | 4.91 | 2.21 3.18 2.76 2.86 3.86 2.00 
as | 3.23 | 2.36 3.10 5.94 5.80 5.06 4.74 
rs | 1.26 | 3.80 3.03 1.24 1.13 1.06 2.67 
R 8 | 061 | 163 069 007 022 008 060 
ER' | 74.8 | 50.5 62.5 71.3 71.0 75.7 60.4 
nm 


Reference: 1, Himuro et g/. 1994: 2, Tashita et al. 2007: 3, Tashita. 2009 


清 , 1996ab). オオ ルリ シジミ も 同様 な 環境 に 生息 し て お り 
(西尾 , 2005), 昔 は 馬 な どの 放牧 地 ( 牧 ) な ど に 分 布 し て 
いた の で は な いか と され て いる (丸山 . 2005). こう し た 環 
境 は , 一 般 的 に は 火入れ な どの 影響 に より , 生物 多様 性 が 
低く , オオ ルリ シジミ の 天敵 と な る 生物 も 少な い 環 境 で あ 
る (村田 ・ 野 原 ら , 1998: 村田 ・ 野 原 , 2005: 江田 ・ 中 村 . 
2010: 中 村 ・ 江 田 , 2011). 一 方 で , 人 の 手 が 加 えら れる 前 の 
オオ ルリ シジミ の 生息 環境 は , お そら く 永 幡 (2007) が 観 
祭 し た よう な 自然 草原 で あり , オオ ルリ シジミ の 生息 密度 
は 低い と し て いる が , これ は 適度 に 天敵 が 生息 する た めで 
は な いか と 考え られ る . 


飯山 の 生息 地 は . 昔 か ら 火 入れ は 行わ れ て お ら ず ,. 草刈 り 
の み が 行 われ 続け て きた . 生息 地 の 周 辺 は 森林 に 囲ま れ て 
お り , 森林 か ら 飛 来 す る 種 の 影響 で , 草原 性 の 種 の 割合 が 
低い も の の , 長野 や 新 諏訪 1 の よう な 単調 な 環境 と 比較 し 
て , 種 数 は 23 種類 と 多い 傾向 に あっ た . 調査 地 の 草 原 自 体 
は , 植物 の 種 数 も 少な く 単 調 な 環境 と な っ て お り , 確認 

れ た 総 個体 数 は , 比較 し た 7 サイ ト 中 で 一 番 少 な か っ た . 


2. 生息 環境 の 種 多 様 性 と 自然 度 


種 の 多様 性 に つい て , Shannon の 平均 多様 度 上 H' と Simpson 
の 多様 度 指数 1- 4 を Table2 に 示し た . これ ら の 指標 は , 特 
定 の 種 の 個体 数 が 突出 する こと な く , 平均 し て み ら れ る ほ 
ど 高 い 値 を 示す . 個体 数 の 多い 順に 5 番目 まで の 種 と 確認 
個体 数 , 出現 率 を Table3 に 示し た が , 飯山 は , 種 数 , 個体 数 
と も に 比較 的 少な いも の の 種 ご と の 確認 個体 数 は 平均 化し 
て お り , 多様 性 は 高い 値 を 示し た . 森林 化し て いる 新 諏訪 
1 で は , 個体 数 は 飯山 に 類似 し た が , 種 数 も 少な いう え に 
ミヤ マセ セリ Erynnis montanus や クロ ヒ カ グ ゲ Lethe diana の 
個体 数 が 突出 し て 多かっ た た め 多 様 性 は 低い 値 を 示し た . 


種 に その 種 が 生息 する 環境 に よる 重み 付け を 行っ て いる 指 
数 ER や ER', HI を Table 2 に 示す . 飯山 の 生息 地 は . 原始 自 
階 の 要素 (ps) が 強く , ER', HI の 指標 も 高い 値 を 示し て 原始 


性 が 強い こと を 示し た . 松代 1, 2 や 新 諏訪 1 は , ER で は , 
ps より も 非 定 住 利 用 地域 を 示す as の 値 が 高く な っ て いる 
が , ER や HI で は , 原始 性 が 高い 値 を 示し て いる . これ は 
松代 1, 2 や 新 諏訪 1 の 生息 地 は , 飯山 の 生息 環境 と 比較 し 
て ,rs や us な ど 都 市 的 な 要素 を 示す 種 が ほとん ど み られ な 
いた め 相 対 的 に 原始 性 が 高く な っ て いる と 考え られ る . 


この よう に , 飯山 に お ける 生息 環境 は , 種 多 様 性 (H. 1_4) 
は , 高い 値 を 示し , 自然 度 を 示す ER や ER', HI も 高く , Fig. 
1 に 示す よう に 秋季 に 南方 か ら の 移入 種 に よる 種 数 や 個体 
数 の 増加 が 認め られ な いこ と な どか ら , 自然 度 が 高く 原始 
的 な 環境 で ある こと を 示し た . 一 方 で , 飯山 の 生息 環境 は . 
周辺 の 森林 の 影響 も あり , 天敵 と な る 生物 も 多い 環境 で あ 
る と 考え られ る . ロシア で の 生息 状況 の よう に , 単調 な 植 
生 に よる 草原 が , か ろう じ て オ オル リ シ ジ ミ ミ の 生息 を 維持 
し て お り , 生息 個体 数 は , 火入れ を 行っ て いる 生息 地 の よ 
うに は 増加 で き な い も の と 考え られ る . 


オオ ルリ シジミ の 生息 条件 は , 微細 な 環境 に 影響 され て い 
る も の と 考え られ る が , これ ら の 解明 は ほとん ど 進 ん で お 
ら ず , 現状 で は , オオ ルリ シジミ の 生息 数 や その 環境 の モ 
ニタ リン グ を 継続 し な が ら , カヤ 場 の 維持 管理 方 法 を 試行 
錯誤 に より 変え な が ら 行 っ て いく こと が 望ま れる . 


摘 要 


筆者 ら は , 2011 年 6 月 か ら 2012 年 月 に か け て 飯山 市 の オ 
オル リ シ ジ ミ 発 生地 で , 生息 地 に お ける チョ ウ 和 群集 の 多様 
性 を 調べ る た め . ライ ン セ ン サ ス 法 に より チョ ウ の 種 と 個 
体 数 を 数 を える モニ タリ ング 調査 を 実施 し た . 飯山 市 の オオ 
ルリ シジミ 生息 地 は , 周辺 を 森林 に 囲ま れ た カヤ 場 で あり . 
カヤ 場 は , 火入れ は 行わ れず , 草刈 り に より 維持 され て き 
た. モニ タリ ング 結果 は , 23 種 98 個体 が 確認 され , 既存 の 
6 箇所 の モニ タリ ング 結果 と 比較 し て , 種 数 は 比較 前 多い 
反面 , 個体 数 は 著しく 少な か っ た . 種 多様 度 を 示す H' や 1- 
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Table 3. Five dominant species in the butterHly assemblages in hyama in comparison with other sites in Nagano Pref. Percentage 
occupansy for each species is also shown in DarentheseS. 








Site 






Percentage Percentage 
occupancy occupancy 







































. The total No. for three for five 
Environment 1 2 3 4 っ of individuals dominant dominant 
species (%) species (%) 
Shijimiaeoides Everes Celastrina 
1 ef28 breioliis Eurema hecabe Lycaena phlaeas 
Gs オオ ルリ シジミ ツバ メシ ジミ ルリ シジミ キタ キチ ョ ウ ベニ シジミ 98.0 46.9% 63.3% 
5 17.0 15.0 14.0 9.0 7.0 
(17.3%) (15.3%) (14.3%) (9.2%) (7.1%) 
Colias erate Artogeia Everes argiades Pseudozizeeria Parnara guttata 
Nagano ! rapae maha _ , 
grassland モン キチ ョ ウ モン シロ チョ ウ ツバ メシ ジミ ヤマ トシ ジミ イチ モン ジ セ セリ 133.0 74.4% 91.4% 
(ground) 52.0 23.5 23.5 16.0 6.5 
(39.1%) (17.7%) (17.7%) (12.0%) (4.9%) 
Colias erate Artogeia Tongeia fischeri Lycaeides Ypthima argus 
Matsumoto < rapae argyrognomon 
grassland "モン キチ ョ ウ モン シロ チョ ウ クロ ツバ メシ ジミ ミヤ マシ ジミ ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ 374.0 62.1% 76.0% 
(River levee) 187.5 85.5 83.5 51.0 29.0 
(32.7%) (14.9%) (14.5%) (8.9%) (5.1%) 
Sasaki P, 4 も 
SB 2 の Minois dryas oe Neptis sappho Argynnis paphia 
The secondary オオ ムラ サキ ジャ ノ メ チ ョ ウ ウス パシ ロ チ ョ ウ コミ スジ ミド リヒ ョ ウ モ ン 588.7 45.9% 59.2% 
forest 145.7 64.3 60.0 50.3 28.0 
(24.7%) (10.9%) (10.2%) (8.5%) (4.8%) 
Sasakia as > Celastrina 
人 00 Minois dryas Eurema hecabe Nepitis sappho SIS 
The edge of オオ ムラ サキ ジャ ノ メ チ ョ ウ キタ キチ ョ ウ コミ スジ ルリ シジミ 524.0 72.5% 81.7% 
forest 181.0 121.5 77.5 24.0 24.0 
(34.5%) (23.2%) (14.8%) (4.6%) (4.6%) 
NR Lethe diana Mycalesis elastring Kaniska canace 
5 montanus francisca argiolus 
DO ミヤ マセ セリ クロ ヒ カ ゲ コジ ャ ノ メ ルリ シジミ ルリ タテ ハ 105.0 71.4% 82.9% 
33.0 30.0 12.0 6.0 6.0 
(31.4%) (28.6%) (11.4%) ($.7%) (5.7%) 
Parnassius Pseudozizeeria . E Celastrina 
Shinsuwa 2 3 glacialis の Artogeia rapae Artogeia melete argiolus 
Ma of ウス バシ ロ チ ョ ウ ヤマ トシ ジミ モンシロチョウ スジ グロ シロ チョ ウ ルリ シジミ 516.0 37.8% 57.0% 
’ 76.5 66 52.5 31 48.0 
1 
UN 5 の (12.3%) (10.2%) (9.9%) (9.3%) 





Reference: 1, Himuro er al. 1994; 2, Tashita et al. 2007; 3, Tashita. 2009 


4 は. 高い 値 を 示し た . また , 自然 度 を 示す ER や ER', HI で 
比較 する と , 自然 度 が 高く 原始 的 な 自然 で ある こと が 示さ 
れ た . 当該 生息 地 は , 周辺 森林 域 か ら の 種 の 移 人 に より , 
種 多 様 性 が 高い 環境 と な っ て お り , 天敵 な ども 多い こと が 
予測 され る . 火入れ を 行わ な い 環 境 で の オオ ルリ シジミ の 
生存 の た め の 条 件 と し て , 天敵 か ら 逃 ん る た め の カ ヤ 場 の 
管理 方 法 が 重要 な 要因 に な る こと が 示唆 され た . 
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Summary 


Butterfly diversity was monitored using a route census method 
in the native habitat of Shijimiaeoides divinus in liyama City, 
Nagano Prefecture from June, 2011 to May, 2012. The habitat in 
hyama is Japanese-pampas-grass field surrounded by forest, The 
grass field is not burnt, but is cut by human action. As for the 
monitoring result, numbers of species and individuals found at 
the study site were 23 species and 98 individuals per 30 minutes. 
Comparatively many species and few numbers of individuals were 
recorded as compared with 6 other monitoring results. The value 
of ER, ER" and HI-index with environmental values of each 
Species showed a primitive stage, and the value of species diversity 
indices as Shannon's H' and Simpson's 1-4 was high. From these 
results, the habitat contains many species which have entered it 
from the surrounding forest region. Therefore, it is predicted that 
many natural enemies live in this field. It is suggested that 
management techniques designed to deter natural enemies are an 
important factor for survival of Shijimiaeoides divinus in Japanese- 
pampas-grass fields where bush burning is not carried out. 
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